
  

活躍の現場から
異文化の相互理解を目指して

 ─ 高知県四万十市企画広報課

はじめに
四万十市では、合併前の旧中村市の頃（1995 年）よ

り、中国から国際交流員（CIR）を招致しており、現在
の CIR である蒋 潔程（しょう けつてい）さんで 20 人
目となります。CIR は、地域住民などに向けた異文化理
解の促進のための活動のほか、SNS などを活用して海外
に四万十市の魅力を発信する活動も行っており、本市の
国際交流活動において、大切な役割を担っています。

国際交流員（CIR）の活動
①中国文化交流講座

本市では、長年中国語講座（初級・中級）を開講して
おり、CIR は初級講座の講師を担当していました。2021
年度からは、初級講座を「中国文化交流講座」に改め、
引き続き CIR が講師となり、中国の歴史や文化などに関
する話と簡単な中国語を学ぶ場として開講しており、よ
り中国を身近に感じていただいています。

中国の文化や最近話題になっていること、CIR の体験
談などを写真や動画も使用して紹介しており、受講者か
らも好評です。

また、長年中国語講座を開講してきたことで、毎年講
座に参加してくれる方もいるなど、中国に興味を持って
いただくだけでなく、CIR との交流も楽しみにしてくれ
ています。

②広報誌にコラムを掲載
本市の広報誌「広報しまんと」に、３か月に一度、CIR

がコラムを執筆しています。
コラムの内容は、季節に合わせた中国文化の話や CIR

の思い出話、四万十市にきて感じたことなどさまざまで、
CIR に自由に提案していただいています。

日本にはない行事や、同じ行事でも日本と中国で異
なっているところを知ることができ、読者からも「素敵
な文章でした」と温かい感想をいただいたこともあり
ます。

③Weibo（ウェイボー）への投稿
前々任の CIR が、中国への情報発信ツールとして始め

た中国の SNS である Weibo への投稿を、CIR が中心と
なって行っています。

投稿内容は CIR におまかせしており、市内で行われる
イベントの紹介や中国文化交流講座の内容、四万十市の
風景、商店街の店舗の紹介、CIR 本人が興味を持ったこ
となども投稿しています。フォロワーからもたくさんの
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中国文化交流講座

広報しまんとに掲載している「国際交流員コラム」



反応があり、四万十市に興味を持ってもらうきっかけに
なっています。

④外部団体などへの派遣
派遣の内容はさまざまで、地区の集まりでは中国での

生活や文化などについての話をして、中国を知ってもら
うきっかけとなっています。中国の高齢化や地域振興の
取り組みに関する話には、多くの質問をいただき、自分
たちの身近にある課題や取り組みに対する日本と中国の
違いや同じ点について、興味を持っていただけたようで
した。

また、ゴールデンウィークや花火大会などの観光業務
が忙しくなる時には、観光協会窓口で通訳を行うなど、
業務支援を行っています。そのほかにも、パンフレット
などの翻訳や海外に発信するオンライン観光番組に出演
するなど、四万十市の魅力を海外に PR する活動を支援
しています。

外国人住民に対する支援
本市では、外国人住民の皆さんが暮らしやすい地域を

つくることを目的に、2022 年５月に「しまんとにほん
ごサロン」を開設し、目的やレベルに合わせた日本語の
学習や、日本の文化の紹介などを行っています。CIR も、
外国人住民の生活支援活動の一つとして、サロンに参加
しています。

サロンは基本的に日本語で行いますが、まだ日本語が
あまり話せない方のサポートを行うなど、主に会話につ
いての支援を行っています。知り合いの外国人住民の方
にも積極的に声をかけてくれ、サロンには市内外から多
くの外国人住民の方が日本語の勉強に来てくれています。

おわりに
新型コロナウイルス感染症の影響で、この１～２年ほ

どは、中止となったイベントや行事なども多く、CIR を
派遣予定であった業務も中止や延期になることもありま
した。コロナ禍でどのように活動を行っていくかなど、
課題もありますが、これからも CIR と協力しながら、市
民の異文化理解に向けた活動など、さまざまな国際交流
活動に取り組んでいきたいと考えています。
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図書館主催の異文化理解講座に参加

Weibo（安並水車の里で撮影した写真を紹介したところ、
同じ場所で撮影した方が、コメントに写真をアップしてくれ
ました）

しまんとにほんごサロン

観光協会のスタッフと一緒にオンラインツアーに出演


